
秋田県衛生科学研究所報， 35, 107~113 (1991) 

秋田県における食塩摂取状況について
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I はじめに

秋田県では塩分の摂取凪を減らすため昭和 50年頃か

ら低塩迎動＇）を強力に推進し，厚生省が昭和 54年改訂日

本人の栄投所要凪”において適性な塩分摂取filの目標値

として示した「成人 1人 1日当たりの塩分摂取凪 10g以

下」という数値を目指して現在に至っている．しかし，

その目標は依然述していない．また，厚生省は昭和 63

年国民栄養調査成組”の中で「今後かなり努力しないか

ぎり，今までのような減少は期待できず， 目揉摂取且 l

日10g以下を達成するのは困難である」と述ぺている．

昭和 54年に調査した県内の食塩摂取mの平均値着）をみ

ると，男約 15g，女約 14gと，昭和 50年当時に比ぺ男

女とも約 3gの減少がみられたが， その後の調査では減

少はあまりみられなかった．近年，食生活の多様化が進

むなかで動物性食品摂取の増加が目立ち，それによる脂

質エネルギー比率の増加5)がみられる一方．近年の食品

加工業の増産化による加工食品摂取の増加．生活環境の

変化などにより，個人の栄蓑摂取状況に様々な偏りが現

われ，指導の困難さも加わり食塩摂取凪の減少に至らな

いものと思われる．このような観点から，今後の食生活

の改善指導には増加する加工食品摂取の現状を詳しく捉

ぇ，生活環境に合った指導をしていく必要があろう．そ

こで，今回は食塩摂取凪と栄蓑素摂取日の関辿性，加工

食品等の食塩含有日の 2点について調査を行い，検討を

表 l 調査対象

加えたのでその成績について報告する．

II 調査対象及び方法

本県では，昭和 50年から平成 1年まで脳卒中予防事

後管理強化事業を全県に実施し，その事業の一現として

栄獲調査を行ってきた．本報はその調査を基に集計し

た．

栄渡調査対象：対象者は，表 1のとおりで昭和 50年か

ら平成 1年まで順次対象になった県内 21地区における

45~59歳の住民，男子2,189人，女子 2,923人，計5,112

人である．なお，同地域において 5年後に再調査を行っ

た．調査方法は面接聞き取り調査＂である．今回は初回

時の調査年度で地域を 3つに区分し，その初回時年度が

S50~53年をA地域， S55~57年をB地域 S60~61 

年をC地域とした．

食品の食塩濃度測定：味噌汁については，本事業の中

で各保健所が食塩濃度計により測定した資料6)を用い

た．浪け物については，同事業および地域住民を対象に

実施する「健康教室」の参加者が持参した自家製漬け物

819検体を測定した．また煮物については同事業におけ

る平成 1年度調査対象者が持参した 38検体の自家製煮

物について測定した．塩蔵加工魚については今回の栄

従調査時に使用頻度の高い 15種, 30検体をそのつど直

接店舗から購入し測定した．測定法については前報”に

調 査
A 地域 B 地域 C 地域 ＾ ロ

計
区 分

調 査年 S50-53 i 54-57 55-57 i 59-61 60-61 i Hl 

男 346 ： 409 523 l 473 240 l 198 2,189 

女 402 i 504 643 i 662 321 i 391 2,923 

計 748人 ： 913人 1,166人 ！ 1,135人 561人 l 589人 5,112人

地区数 7地区 9地区 5地区 21地区

・秋田県衛生科学研究所 ・＊秋田保健所 ．．．秋田県保健衛生課
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準じ，食塩浪度計はユニチカ・ UN-02型を使用した．

また，平成 1年度からこれまでの調査に加え，潰け物

と煮物について，屈折糖度計による測定を追加した．

m 結果と考察

A.食塩摂取豆の推移（図 1)

1人 1日当たりの食塩摂取姐の推移を， 事業初年度の

S50~53年 (A地域）と終年度のHl年 (C地域）で比

較してみると，男子は 18.8g→14.1 g 1 女子は 17.2g→ 

12.3 gといずれも約 5gの減少を示した．これを調雀年

度で区分した各地域内の推移でみると， S50~57年に実

施したA地域が最も減少幅が大きく，男子は 18.8g→ 

15.4 g,女子は 17.2g→14.0 gといずれも約 3gの減少を

示したが， これ以降に実施したB•C地域では変化は少

なかった．

B.食塩の食品群別摂取呈の推移（図 2)

食塩の食品群別摂取揖の推移を， A地域のS50~53年

とC地域のHI年で比べてみると， 男子では味噌の摂取

鼠が 60.5g（食塩含有量7.5g)→29.8g (3.8 g),消け物

が108.3g (3.4 g)→66.5 g (1.8 g），醤油が 26.7g (4 g) 

→22.7 g (3.4 g),女子では味噌が 52.5g (6.5 g)→21.5 

g (2.9g),浪け物が 96.0g (2.9 g)→60.8 g (1.7 g), 
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醤油が 19.3g (2.9 g)→20.8 g (3 g)となった•特に味

噌からの食塩摂取量が男女とも約3.5gと最も多く減少

し，次に漬け物から約1.5g減少した．その他の食品に

あまり変化がみられなかった．これを， S63年度の国民

栄捉調査成紹”と比較してみるとH1年で，味噌は 1人 l

日当たり平均味噌汁 l杯分多く，消け物は約 2倍の摂取

凪を示していた．さらに，地域ごとの調査期間内の変化

をみると， A地域は味噌と浪け物からの減少が大きく，

男女とも味噌から約 2g,浪け物から男子約 1g，女子約

0.5 g減少した．それ以降はC地域で男女とも幣油から

約 lg減少したが， 全体としてはB•C地域は変化が少

なかった．また， この 3食品からの食塩が総食塩摂取阻

に占める割合はA地域の S50~53年と C地域のHl年の

間で比較すると，男子が 79％→63.8%(-15.2%),女子

が71.5％→61.8%(-9.7%) といずれも減少はみられた

ものの，依然として 60％以上（全国 48%)3)を占めてい

た．

C.食塩摂取国別の栄遊素充足率と食品群別摂取状況

（図3.表2)

C地域における 1人 1日当たりの食塩摂取国を 10g 

未満， 10~14g未満， 14g以上の 3群に分けてこれらの

栄掟索充足率をみた結果（図 3),まず 10g未満群をみる

と男子はビタミンC以外の全栄捉索が不足し，女子はエ
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図 1 食塩摂取量の推移（ 1人 1日当たり）
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表2 食塩摂取量別食品群別摂取状況 (1人1日当たり） (C地域）

（男） （女）

項 目 10g未満 10~14 g未満 14 g以上 10 g未満 10-14g未満 14g以上

米 197a土 75 229a土 93 278b土126 136a士 59 151 b土 63 178c土 75

麺 類 55士 73 45土 63 47 土 68 34a士 56 49 b士 60 59b士 66

砂 糖 類 7a士 7 7a士 8 12b士 13 2a土 3 3ab士 5 4b士 5

食 大豆加工品 95土 63 105士 70 119士 64 74a土 50 78a士 46 94b土 53

品 み そ 23a土 11 27a土 12 35b土 19 16a士 8 21 b士 9 28c土 13

群
緑黄色野菜 36士 44 41 士 38 52 土 49 52a土 48 64 b士 50 80c士 67

その他の野菜 125a士 71 191b士123 223b土121 166a土 97 176a士 97 236b士120
摂

浪 け 物 19a士 22 42b士 42 101c土 99 28a土 30 59 b士 53 102c士 78

取 果 実 類 101a士115 158a士165 209b土236 257a土187 278a士193 342b士257

最 魚介類（生） 72a士 42 94a士 65 104b土 68 62a土 41 69ab士 45 75b士 50

魚介類全体 97a士 45 124b士 65 147c士 70 78a士 42 102 b士 44 130c士 56

獣鳥鯨肉類 23a土 27 37b士 36 43b士 37 27士 25 28 士 26 33士 25

卵 類 42土 29 39土 25 40士 27 30土 22 31 士 24 35士 25

(g) 乳 類 119士116 72士106 92 土118 103土106 103 士113 104土120

総摂取食品揖(g) 1262a土430. 1569b土442 1904c土486 1190a士305 1346a 土304 1694b土417

総摂取食品数 15.7a士 3.8 18.5b士 5.0 20.5c士 4.7 19.4a士 4.4 21.5 b土 4.6 23.5c土 5.0

皿(g)厖摂取食品瓶kg} 7.1 7.6 9.2 7.0 8.8 10.2 

例 数 23 86 87 105 179 98 

ネルギー・たん白質・カルシウムの不足がみられた． 10

~14g未満群では，男子にカルシウム，女子に鉄の不足

がみられた．その他の栄接索については，ほぼ所要量に

近い値を示した．これに反し， 14g以上群ではほとんど

a,b,c：異符号間に有意差あり

の栄従索が過剰を示していた．つまり，食塩摂取凪が多

くなるに伴い栄従素の充足率も高くなる傾向にあった．

次に，同様の区分で食塩摂取阻別の食品群別摂取状況

を表 2でみると，食塩摂取且の多い群で男女とも浪け
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物・魚介類・米•砂糖・味噌•その他の野菜・果実類・

食品総母の摂取日が多く．食品数も多くなっており．さ

らに，男子では獣烏鯨肉類，女子では麺類・大豆加工

品・緑黄色野菜の摂取汎が多かった．また，食塩摂取凩

をI8の総摂取食品凪 1kg当たりでみると， 男女とも高

塩分摂取群ほど高い値を示していた．これは，高塩分摂

取群ほど高塩分浪度の食品である潰け物等を多食してい

ることを示していた．

D.調理食品の塩分濃度とその摂取且（図 4)

漬け物・味噌汁・煮物の塩分浪度の実測値とその摂取

凩（聞き取り調杏： 1人 1日当たり）ならびに推移をみる

と，漬け物の塩分浪度については， S50~53年に比べS

60~HI年で 0.5％増加した．これは「なす消け」と

「きゅうり浪け」の塩分澁度が増加したことによるもの

と推察される．しかし．摂取且の減少により浪け物から

の食塩摂取団が約 Igの減少を示した．また浪け物につ

いては，材料・演ける時期・糖度などの関連について調

査中である．味噌汁については S50~53年に比ぺ塩分

浪度が減少し，同時に摂取最も減少したため味噌汁から

食塩摂取且が1.7gの減少を示した．なお，聞き取り調

査結果では，味噌からの食塩摂取屈が 3.5gも減少して

おり． このことは従来，味噌汁以外でも味噌を使用した

献立（鍋物等）が多かったと推察され，それらの献立の

減少が関連していると考えられる．一方．塩蔵加工魚に

ついては塩分浪度が減少傾向を示したが，摂取且は減少

しなかったため食塩摂取量には変化がみられなかった．

E.食品の塩分濃度に影響をおよぽす条件（表3)

摂取献立の中で特に摂取頻度が高く，食塩の摂取源と

なりやすい自家製の泊け物と煮物について，その塩分汲

度に影幣を及ぼすと思われる項目を選び，塩分浪度と各

項目間の相関係数を求め，主な項目について表3に示し

た．浪け物の場合は糖度と塩漬け期間（日数）に正の相

関を示し．水分とは負の相関を示した．

表3 自家製漬け物と煮物における塩分濃度と

各項目間の相関係数

項目 例数 項 目 塩 分

糖度 0.4366 * ** 
漬け物 65 水分 -0.5721 ＊＊＊ 

塩泊期間 0.2842 * 

糖度 0.4031 ** 

煮物 38 
水分 -0.6534 *** 
動物性食品最 0.3928 * 
使用食品数 -0.1952 

*: P (0.05 **: P (0.01 ***: P (0.001 

また，煮物については糖度と動物性食品の使用凩に正

の相関を示し，水分とは負の相関を示した．このことか

ら，泊け物についての指導は，特に高塩分になりやすい

「t.;.くあん」や「なす漬け」の低塩漬け法と保存法を，煮

物については索材の味を生かした短時間調理を，魚介練

り製品を使用した煮物の場合は特にそれ自体の塩分を配

慮する調理法などの具体的な指導をする必要があると思

われた．

m まとめ

減塩に関する指尊方策を得るために， S50年からHl

年まで実施した脳卒中予防事後管理強化事業指定 21地

区の栄蓑調査成績と浪け物・味噌汁・煮物の食塩浪度に

ついて検討した結果，

1) S50年から S55年まで泊け物および味噌汁の摂取

filと塩分浪度の減少により食塩摂取凪が減少した．し

かし，それ以降の減少はあまりみられなかった．

2)食塩摂取国の多い人ほど食品総日と食品数が多く，

栄養索充足率が高い傾向を示した．さらに．高食塩浪

度の食品（泊け物）も多く摂る傾向がみられた．

3)塩分浪度ほ実測値からみた演け物とみそ汁からの食

塩摂取凪はS50~53年当時に比ぺHl年で塩分浪度が

減少し，摂取且も減少したため食塩摂取屑は減少し

た．塩蔵加工魚は塩分澁度が減少しても，摂取凩が減

少しなかったため変化がみられなかった．

4)自家製浪け物の塩分浪度と糖度，塩潰け期間とは正

の相関水分とは負の相関を示した．また，煮物の塩

分浪度と糖度＇動物性食品阻とは正の相関，水分とは

負の相関を示した．

以上の成績から，今後の減塩対策としては，従米の指

導の徹底と今後さらに増加しつつある市販加工食品の利

川法および家庭調理における浪け物の糖度の制限，動物

性食品の索材の味を生かした短時間調理の心がけ，各食

品の適屈摂取等の具体的指導が必要と思われた．
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